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清
原
宣
賢
加
点
『
春
秋
經
傳
集
解
』
の
反
切
注
に
つ
い
て

坂　

水　

貴　

司

（
受
理
日
二
〇
一
四
年
十
月
二
日
）

一
、
本
稿
の
目
的

　

日
本
漢
音
の
学
習
伝
承
の
場
に
お
い
て
は
、
韻
書
・
字
書
・
音
義
・
注
解
等
の
反
切
や

同
音
字
注
（
以
下
、
こ
れ
ら
を
単
に
反
切
注
と
す
る
）
を
参
照
し
つ
つ
漢
音
を
習
得
す
る

方
法
が
存
在
し
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
訓
点
資
料
に
反
切
注
が
加
点
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
反
切
注
に
基
づ
い
て
、
日
本
で
流
通
し
た
漢
音
と
は
異
な
っ
た
人
工

的
な
字
音
を
作
り
出
す
「
人
為
的
漢
音
」
の
存
在
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
（
１
）。

　

日
本
漢
音
学
習
伝
承
の
場
の
一
つ
で
あ
っ
た
博
士
家
の
講
読
で
は
、
陸
徳
明
（
五
六
二

―

六
二
七
）著
の
音
義
書
で
あ
る『
経
典
釈
文
』が
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
足
利
衍
述
に
よ
り
、

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
２
）。
沼
本
克
明
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
経
書
の
訓
点
資
料
に
加
点
さ

れ
る
反
切
注
が
、『
経
典
釈
文
』
の
み
を
典
拠
と
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
３
）。

　

さ
ら
に
沼
本
克
明
は
、『
古
文
尚
書
』
平
安
中
期
点
お
よ
び
『
毛
詩
』
唐
風
平
安
中
期

点
に
加
点
さ
れ
る
反
切
注
の
検
討
か
ら
、
日
本
に
残
存
す
る
経
書
訓
読
資
料
に
加
点
さ
れ

る
『
経
典
釈
文
』
反
切
に
は
、
通
行
本
で
あ
る
通
志
堂
本
『
経
典
釈
文
』
よ
り
も
古
い
形

を
留
め
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
（
４
）。

　

経
書
所
引
の
反
切
注
が
『
経
典
釈
文
』
を
単
一
の
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
諸

資
料
を
利
用
し
て
調
査
さ
れ
て
い
る
。

『
周
易
抄
』
平
安
初
期
抜
書
／
『
古
文
尚
書
』
平
安
中
期
点
／
『
毛
詩
』
唐
風
残
巻

平
安
中
期
点
／『
左
伝
』残
巻
平
安
中
期
点
／『
春
秋
経
伝
集
解
』保
延
五（
一
一
三
九
）

年
点
／
『
群
書
治
要
』
所
収
経
書
建
長
五
（
一
二
五
三
）―

延
慶
三
（
一
三
一
〇
）

年
点
／
『
春
秋
経
伝
集
解
』
文
永
五
（
一
二
六
八
）・
六
（
一
二
六
九
）
年
点
／
『
尚

書
』
元
亨
三
（
一
三
二
三
）
年
点
／
『
尚
書
』
元
徳
二
（
一
三
三
〇
）
年
点
／
『
論

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　

第
二
部　

第
六
三
号　

二
〇
一
四　

三
三
七

－

三
四
六

語
』
嘉
元
元
（
一
三
〇
三
）
年
点
／
『
論
語
』
文
永
五
（
一
二
六
八
）
年
点
／
『
論

語
』
建
武
四
（
一
三
三
七
）・
康
永
元
（
一
三
四
二
）
年
点
／
『
荘
子
』
雑
篇
鎌
倉
初
・

中
期
点
／
『
老
子
』
至
徳
三
（
一
三
八
六
）
年
点
／
『
礼
記
』
清
原
宣
賢
点

　

た
だ
し
、
沼
本
克
明
は
「
こ
れ
ら
諸
資
料
引
用
の
経
典
釈
文
は
必
ず
し
も
唐
鈔
本
系

ば（
マ
マ
）り

で
な
く
、
宋
刊
本
系
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
が
あ
る
」
と
し
（
５
）、
経
書
の
訓

読
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
『
経
典
釈
文
』
は
、
古
形
を
留
め
る
唐
鈔
本
系
の
み
で
な
く
、

改
変
の
加
え
ら
れ
た
宋
版
系
の
も
の
も
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
室
町
時
代
後
期
の
学
者
、
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五―

一
五
五
〇
）
加
点
の
『
春
秋
經
傳
集
解
』
に
お
け
る
反
切
注
は
特
徴
的
で
あ
る
。
本
稿
は
、

清
原
宣
賢
加
点
『
春
秋
經
傳
集
解
』
の
反
切
注
に
つ
い
て
、
そ
の
典
拠
に
関
す
る
調
査
報

告
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
対
象
資
料
と
研
究
の
方
法

　

１
．
対
象
資
料

　

本
稿
で
扱
う
清
原
宣
賢
点
『
春
秋
經
傳
集
解
』（
以
下
、
宣
賢
点
と
呼
称
す
る
）
は
、

宮
内
庁
書
陵
部
（
巻
第
二
、
請
求
記
号
556

－

20
）
と
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫

（
巻
第
十
一―

三
十
、
請
求
記
号
1

－

65
シ
7
貴
）
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
宣
賢
点
に
は

八
五
四
二
条
の
反
切
注
加
点
が
あ
り
、
反
切
注
の
特
徴
を
考
え
る
に
は
充
分
な
量
だ
と
い

え
る
。

　

宣
賢
点
に
は
、「
以
唐
本
書
写
之
即
就
寶
壽
院
殿
常―

御
宗
　
　
　
 自
点
本
加
点
了
／
少
納
言

清
原
（
花
押
）」（
巻
第
二
）
と
い
う
奥
書
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
清
原
良
賢
（
？―

─ 346 ─
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坂水　貴司

一
四
三
二
、法
名「
常
宗
」）加
点
本
に
依
っ
て
宣
賢
が
加
点
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。ま
た
、

巻
に
よ
っ
て
は「
永
正
十
七
年
閏
六
月
十
二
日
加
点
以
他
古
本
校
合
了
」（
巻
第
十
二
）や
、

「
以
古
本
加
点
重
校
合
了
」（
巻
第
二
十
）
と
い
う
よ
う
な
校
合
の
奥
書
も
存
し
、
一
度
目

の
加
点
後
に
「
古
本
」
に
依
っ
て
校
合
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、祖
点
で
あ
る
良
賢
自
点
の
『
春
秋
經
傳
集
解
』
は
現
存
し
な
い
。
そ
の
た
め
、

宣
賢
点
が
良
賢
点
と
ど
の
程
度
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
明
ら
か
で
な
い
。

　　

２
．
研
究
の
方
法

　

本
稿
で
は
、は
じ
め
に
宣
賢
点
を
前
代
の
『
春
秋
經
傳
集
解
』
清
原
家
点
と
比
較
す
る
。

比
較
の
た
め
の
資
料
と
し
て
、宮
内
庁
資
料
部
蔵『
春
秋
經
傳
集
解
』文
永
五（
一
二
六
八
）・

六
（
一
二
六
九
）
年
点
（
550

－

1
、
以
下
、
文
永
点
と
呼
称
す
る
）
を
選
択
す
る
。
文
永

点
は
三
〇
巻
が
現
存
す
る
完
本
で
あ
り
、
宣
賢
点
の
現
存
部
分
を
包
摂
す
る
。
ま
た
現
存

す
る
清
原
家
点
『
春
秋
經
傳
集
解
』
の
う
ち
、
時
代
的
に
宣
賢
点
と
最
も
接
近
す
る
の
は

文
永
点
で
あ
る
。

　

こ
の
文
永
点
は
、
沼
本
克
明
に
よ
る
、
経
書
に
お
け
る
『
経
典
釈
文
』
利
用
に
関
す
る

調
査
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
永
点
は
『
経
典
釈
文
』
の
反
切
注
を

加
点
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、そ
れ
が
古
形
を
留
め
る
唐
鈔
本
系
の
『
経
典
釈
文
』

で
あ
る
か
、
改
変
さ
れ
た
宋
版
系
の
『
経
典
釈
文
』
で
あ
る
か
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。

　

文
永
点
と
の
比
較
に
よ
り
異
な
っ
た
反
切
注
が
指
摘
さ
れ
た
場
合
、
な
ぜ
宣
賢
点
が
文

永
点
の
反
切
注
と
相
違
す
る
の
か
を
検
討
す
る
。

　

比
較
に
際
し
て
本
稿
で
は
、
反
切
注
の
一
部
も
し
く
は
全
体
が
、
両
本
に
お
い
て
別
の

字
で
注
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
を
対
象
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
あ
る
箇
所
に
一
方
の
本
で

は
反
切
注
が
あ
る
の
に
も
う
一
方
の
本
で
は
反
切
注
が
な
い
、
と
い
う
も
の
は
対
象
と
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
同
一
部
分
に
反
切
注
が
あ
る
も
の
の
、
一
方
で
は
一
部
省
略
さ
れ
て

い
る
、
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
も
、
対
象
と
し
な
か
っ
た
。

本
稿
の
調
査
対
象

写
本
①　
　
　
　
　
　

写
本
②

Ａ
Ｂ
反　
　
　
　
　
　

Ａ
Ｃ
反　
　
　

 

↓
対
象

Ａ
Ｂ
反　

　
　
　
　
　

Ｃ
Ｄ
反　

　
　

 

↓
対
象

Ａ
Ｂ
反　
　
　
　
　
　
（
反
切
注
な
し
） 

↓
対
象
外

Ａ
Ｂ
反
又
Ｃ
Ｄ
反　
　

Ａ
Ｂ
反　
　
　

 

↓
対
象
外

Ａ
Ｂ
反
徐
Ｃ
Ｄ
反　
　

Ａ
Ｂ
反
Ｃ
Ｄ
反 

↓
対
象
外

三
、
研
究
結
果

　

清
原
宣
賢
加
点
『
春
秋
經
傳
集
解
』
と
文
永
点
『
春
秋
經
傳
集
解
』
と
を
比
較
す
る
と
、

宣
賢
点
の
反
切
注
加
点
数
八
五
四
二
条
の
う
ち
、
異
な
っ
た
の
は
三
三
〇
条
で
あ
っ
た
。

そ
の
内
訳
は
、
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
条
は
宣
賢
点
と
文
永
点
と
で
一
致
す
る
。
文
永
点
が
『
経
典

釈
文
』
の
反
切
注
を
加
点
し
て
い
る
た
め
、
宣
賢
点
も
『
経
典
釈
文
』
の
反
切
注
を
加
点

し
て
い
る
こ
と
は
、
疑
い
が
な
い
。
し
か
し
三
三
〇
条
も
の
異
な
り
を
、
一
方
の
写
本
の

誤
写
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、文
永
点
と
宣
賢
点
で
は
、依
拠
す
る
『
経

典
釈
文
』
が
異
な
っ
て
い
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
（
７
）。

　

１
．
通
志
堂
本
『
経
典
釈
文
』
と
の
比
較

　

宣
賢
点
と
文
永
点
と
の
比
較
に
お
い
て
異
な
っ
た
も
の
を
、
通
行
本
で
あ
る
通
志
堂
本

『
経
典
釈
文
』
と
比
較
す
る
。
通
志
堂
本
は
、
宋
版
本
に
基
づ
い
て
、
後
に
刻
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
（
８
）。
そ
の
た
め
、『
経
典
釈
文
』
の
原
形
と
は
異
な
っ
た
反
切
注
を
載
せ
る
、

と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
９
）。

　

宣
賢
点
と
文
永
点
と
で
異
な
る
三
三
〇
条
の
う
ち
、
一
九
七
条
（
五
九
、七
％
）
が
通

志
堂
本
と
一
致
す
る
（
こ
の
う
ち
五
〇
条
が
文
永
点
の
誤
写
で
あ
る
）。
一
九
七
条
の
一

致
は
、
宣
賢
点
の
反
切
が
、
通
志
堂
本
と
同
じ
く
宋
版
系
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

　

宣
賢
点
と
文
永
点
と
で
異
な
り
、
宣
賢
点
と
通
志
堂
本
と
で
一
致
す
る
例
を
い
く
つ
か

表
１
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清原宣賢加点『春秋經傳集解』の反切注について

を
取
り
上
げ
、
挙
例
す
る
（
表
２
）。

　

例
1
は
、
同
音
で
あ
り
な
が
ら
用
字
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

例
2
か
ら
例
4
は
、
文
永
点
の
誤
写
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
字
形
が
類
似
し
て
い
る
た

め
に
誤
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

例
5
は
、去
声
字
「
向
」
字
（『
集
韻
』
に
依
れ
ば
上
声
字
）
に
、宣
賢
点
に
お
い
て
「
丈
」

（
全
濁
上
声
）字
、文
永
点
に
お
い
て「
亮
」（
去
声
字
）字
で
注
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
全

濁
上
声
字
の
去
声
化
」
に
関
連
す
る
用
字
の
違
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
該
例
は

「
叔
向
」
と
い
う
人
名
の
例
で
あ
る
。
人
名
の
意
味
で
は
『
集
韻
』
で
上
声
で
あ
る
。
宣

賢
点
で
反
切
下
字
が
「
丈
」
で
あ
る
例
は
、
人
名
の
用
例
を
中
心
と
し
て
い
る
。
両
本
で

「
向
」
字
は
複
数
回
用
い
ら
れ
る
も
の
の
、「
宣
賢
点
＝
丈
：
文
永
点
＝
亮
」
と
い
う
対
応

を
見
せ
る
の
は
例
5
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
文
永
点
に
お
け
る
誤
り
の
可
能
性
も
排

除
で
き
な
い
。

　

例
6
は
、支
韻
の
「
蛇
」[ ji

]

に
、宣
賢
点
・
通
志
堂
本
で
は
支
韻
の
反
切
下
字
「
支
」[ -i

]

に
よ
る
注
音
を
、
文
永
点
で
は
之
韻
の
反
切
下
字
「
之
」[- I

I]

に
よ
る
注
音
を
し
て
い

る
（
１
０
）。
陸
徳
明
の
使
用
し
て
い
た
音
に
は
、
支
韻
と
之
韻
の
相
通
例
が
存
在
す
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
１
）。『
経
典
釈
文
』
の
原
形
で
は
、
文
永
点
の
よ
う
に
之
韻
の
反

切
下
字
で
注
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
宋
版
で
は
、
支
韻
の
反
切
下
字
に
訂
正
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

例
7
は
、
幫
母[ p-]

字
で
あ
る
「
駮
」
字
に
対
す
る
注
で
あ
る
。
宣
賢
点
・
通
志
堂
本

で
は
幫
母
の
反
切
上
字「
邦
」で
注
音
し
て
い
る
の
に
対
し
、文
永
点
で
は
非
母[ f-]

の「
方
」

字
で
注
音
し
て
い
る
。
非
母
を
含
む
軽
唇
音
（
唇
歯
音
）
は
唐
代
の
八
世
紀
頃
に
、
幫
母

を
含
む
重
唇
音
（
両
唇
音
）
の
一
部
が
分
化
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
（
１
２
）、
陸
徳

明
の
も
つ
音
韻
体
系
で
は
軽
唇
音
と
重
唇
音
が
分
化
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
例
で
も
、『
経
典
釈
文
』
原
形
で
は
非
母
の
反
切
上
字
「
方
」
字
で
注

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
宋
版
本
が
作
成
さ
れ
る
段
階
で
、
幫
母
の
反
切

上
字
「
邦
」
へ
と
訂
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に
同
音
異
字
の
例
や
文
永
点
の
誤
例
の
他
、
陸
徳
明
に
よ
る
注
音

時
か
ら
宋
版
作
成
時
ま
で
の
間
に
起
こ
っ
た
言
語
変
化
を
反
映
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
よ
り
、
文
永
点
は
宋
版
系
『
経
典
釈
文
』
よ
り
も
古
い
反
切
注
を
反
映
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
一
方
で
、
宣
賢
点
が
宋
版
系
の
『
経
典
釈
文
』
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
が

指
摘
で
き
る
（
１
３
）。

　

し
か
し
、
残
っ
た
一
三
三
条
は
一
致
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
宣
賢
点
の
反
切
は
通
志
堂

本
が
基
づ
い
た
宋
版
『
経
典
釈
文
』
を
直
接
の
典
拠
と
す
る
の
で
は
な
い
、
と
す
べ
き
で

あ
る
（
１
４
）。

　

２
．
正
義
本
と
の
比
較

　

宣
賢
加
点
の
『
春
秋
經
傳
集
解
』
は
、『
春
秋
經
傳
集
解
』
の
訓
点
本
と
、
抄
物
と
を

合
綴
し
た
資
料
で
あ
る
。
抄
物
部
分
に
は
、「
正
曰―

」
と
、『
春
秋
正
義
』
の
解
釈
を
利

用
し
て
注
す
る
部
分
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宣
賢
は
『
春
秋
正
義
』
を
参
照
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　
『
春
秋
正
義
』
に
は
、『
経
典
釈
文
』
の
反
切
注
を
引
用
す
る
「
経
注
疏
附
釈
音
本
」
が

存
す
る
（
以
下
、
経
注
疏
附
釈
音
本
『
春
秋
正
義
』
所
載
の
『
経
典
釈
文
』
を
、
単
に
正

義
本
と
呼
称
す
る
）。
経
注
疏
附
釈
音
本
は
南
宋
時
代
に
最
初
の
版
が
開
版
さ
れ
て
い
る

た
め
（
１
５
）、
経
注
疏
附
釈
音
本
が
、
宣
賢
加
点
本
『
春
秋
經
傳
集
解
』
で
利
用
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。

　

反
切
注
に
つ
い
て
も
、『
春
秋
正
義
』に
載
る
も
の
を
利
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
以
下
、

正
義
本
と
の
比
較
を
行
う
。

　
　
（
１
）
阮
元
『
十
三
経
注
疏
』
所
収
『
春
秋
正
義
』

　

そ
こ
で
ま
ず
、
経
注
疏
附
釈
音
本
『
春
秋
正
義
』
の
、
阮
元
『
十
三
経
注
疏
』
所
収
本

を
利
用
す
る
。
阮
元
『
十
三
経
注
疏
』
は
、
清
の
阮
元
（
一
七
六
四―

一
八
四
九
）
が
宋

版
の
流
れ
を
く
む
明
版
正
徳
十
行
本
な
ど
を
基
に
、
嘉
慶
二
十
（
一
八
一
五
）
年
に
刊
行

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
阮
元
『
十
三
経
注
疏
』
所
収
『
経
典
釈
文
』（
以
下
、
阮
元
本
と
呼
称
す
る
）
反

切
注
と
、
文
永
点
と
宣
賢
点
の
不
一
致
例
の
う
ち
、
通
志
堂
本
と
一
致
し
な
か
っ
た

表
２
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1

12

7b

2

14

5a

3

31

2a

4

49

4b

5

67

2

6

18

1

7

42

4

8

42

6

9

46

4a

10

50

5

11

20

5

12

49

5

13

67

5

14

4

7

15

26

6

16

46

3

17

48

8

18

56

2a

19

30

4

20

64

2

21

4

2

22

38

1a

23

40

3

24

48

3

25

48

4

26

31

6

27

16

7

28

63

4a

29

16

4

30

49

6

31

66

1

32

21

2

33

16

3

34

24

1

35

46

8

36

4

3

37

3

2

38

7

1

39

53

7

40

75

2

41

71

3

42

24

5b

43

23

2

44

49

1a

45

48

1

46

20

3

47

55

5

48

36

5

49

20

4

50

26

6

（14）

坂水　貴司

一
三
三
条
と
比
較
す
る
と
、
五
〇
条
が
一
致
す
る
（
表
３
）。
全
例
を
挙
げ
る
（
所
在
は
、

宣
賢
点
の
も
の
の
み
を
挙
げ
た
（
１
６
））。

表
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1

79

6b

2

24

6

3

14

6

4

18

6

5

37

7

6

18

7

7

18

1

8

10

1

9

38

5

10

14

8

11

50

8

12

79

3

（15）

清原宣賢加点『春秋經傳集解』の反切注について

　

こ
れ
ら
の
う
ち
例
41
か
ら
例
50
ま
で
の
例
は
、
被
注
字
と
反
切
注
の
示
す
音
が
大
き
く

異
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
宣
賢
点
と
阮
元
本
の
反
切
注
が
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
誤
例
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
複
数
の
誤
例
が
、
全
く
別
の
本
で
偶
然
に
一

致
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
宣
賢
点
の
反
切
注
は
、
正
義
本
の
『
経
典
釈
文
』
反
切
注
を

反
映
し
て
い
る
、
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

先
に
１
．
で
、
通
志
堂
本
『
経
典
釈
文
』
と
一
致
す
る
例
が
一
九
七
例
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
た
。
そ
の
う
ち
一
九
五
例
は
、
阮
元
本
の
反
切
注
と
一
致
し
て
い
る
。
阮
元
本
も
通

志
堂
本
も
宋
版
の
流
れ
を
引
き
継
い
だ
版
本
で
あ
る
た
め
、音
注
が
類
似
し
て
い
る
も
の
、

と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
文
永
点
と
宣
賢
点
と
で
異
な
る
例
三
三
〇
例
の
う
ち
、
阮
元
本
の
反
切
注
と

一
致
す
る
の
は
二
四
五
例
で
あ
る
。

　

宣
賢
点
反
切
注
が
阮
元
本
の
反
切
注
と
よ
く
一
致
す
る
た
め
、
宣
賢
点
は
正
義
本
の
反

切
注
を
引
用
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、宣
賢
点
の
反
切
注
の
中
に
は
、

阮
元
本
の
反
切
注
と
異
な
る
も
の
も
あ
る
。
以
下
、
さ
ら
に
そ
れ
を
検
討
す
る
。

　
　
（
２
）
足
利
本
『
附
釋
音
春
秋
左
傳
註
疏
』
と
の
比
較

　

阮
元
本
は
、
清
の
版
本
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
経
注
疏
附
釈
音
本
『
春
秋
正
義
』
の
原

形
か
ら
改
変
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
阮
元
本
と
の
不
一
致
例
に
つ
い
て
、
阮
元
本

よ
り
も
経
注
疏
附
釈
音
本
『
春
秋
正
義
』
の
原
形
を
留
め
た
資
料
を
参
照
す
れ
ば
、
改
変

に
よ
る
不
一
致
例
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
阮
元
本
と
の
不
一
致
例
を
、
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
『
附
釋
音
春
秋
左
傳

註
疏
』（
以
下
、
足
利
本
と
呼
称
す
る
）
と
比
較
す
る
（
１
７
）。
足
利
本
は
、
経
注
疏
附
釈

音
本
の
最
初
の
版
で
あ
る
南
宋
十
行
本
の
完
本
で
あ
る
。
こ
の
足
利
本
は
、
阮
元
本
と
は

疏
文
に
お
い
て
多
く
の
異
な
り
が
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
８
）。
反
切
注
に
つ

い
て
も
、
足
利
本
と
阮
元
本
と
で
は
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

以
下
、
宣
賢
点
と
阮
元
本
と
で
一
致
し
な
か
っ
た
例
の
う
ち
、
足
利
本
と
一
致
し
た
例

を
挙
げ
る
（
表
４
）。

　

宣
賢
本
と
阮
元
本
と
で
一
致
し
な
か
っ
た
例
の
う
ち
、
宣
賢
本
と
足
利
本
で
は
一
二
条

が
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
例
6
か
ら
例
12
は
、
被
注
字
の
音
と
反
切
注
の
示
す

音
と
が
大
き
く
異
な
る
。
こ
れ
ら
七
例
の
被
注
字
に
対
し
て
、
阮
元
本
で
は
通
志
堂
本
と

同
じ
反
切
注
を
載
せ
る
。
足
利
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
南
宋
十
行
本
に
お
け
る
反
切
注
の

誤
刻
は
、
阮
元
本
ま
で
の
諸
版
で
訂
正
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
１
９
）。
こ
の
よ
う
な
誤
刻
の

例
ま
で
、
宣
賢
点
は
引
き
継
い
で
い
る
。

　
　
（
３
）
正
義
本
と
の
比
較
結
果

　

正
義
本
と
し
て
、
阮
元
『
十
三
経
注
疏
』
所
収
の
『
春
秋
正
義
』、
お
よ
び
足
利
学
校

遺
蹟
図
書
館
蔵
『
附
釋
音
春
秋
左
傳
註
疏
』
と
比
較
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
宣
賢
点
と
通
志
堂
本
と
一
致
し
な
か
っ
た
例
の
う
ち
、
阮
元
本
と
の
比
較

の
結
果
、
五
〇
条
が
一
致
し
た
。
さ
ら
に
、
足
利
本
と
比
較
す
る
と
、
一
二
条
の
一
致
が

追
加
さ
れ
た
。

　

こ
の
調
査
の
結
果
、正
義
本
と
一
致
す
る
例
は
、二
五
七
条（
七
七
、九
％
）と
な
る
。よ
っ

て
、
宣
賢
点
『
春
秋
經
傳
集
解
』
に
加
点
さ
れ
る
反
切
注
は
、
正
義
本
の
反
切
注
を
引
用

す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
阮
元
本
お
よ
び
足
利
本
に

見
ら
れ
る
誤
刻
例
が
、
宣
賢
点
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
七
三
例
は
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
も
ま
た
、
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
検
討

も
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

表
４

─ 342 ─



1
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3

2

89

8

3

79

6

4

14

3

5

52

6

6

22

2

123
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坂水　貴司

　

３
．
正
義
本
と
一
致
し
な
い
例

　

宣
賢
点
と
正
義
本
反
切
と
の
不
一
致
例
を
、
い
く
つ
か
に
分
け
て
挙
げ
る
。

　
　
（
１
）
正
義
本
を
底
本
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
誤
写

　

宣
賢
点
に
は
、
正
義
本
を
底
本
と
し
て
い
な
け
れ
ば
起
こ
り
え
な
い
誤
写
が
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
次
の
六
条
が
該
当
す
る
（
表
５
）。

 　

ま
ず
、
例
1
か
ら
例
3
に
つ
い
て
取
り
出
し
、
文
永
点
・
通
志
堂
本
の
例
を
加
え
て
み

る
（
表
６
）。

　

例
1
に
お
け
る
宣
賢
点
「
刀
」
は
、
足
利
本
お
よ
び
阮
元
本
の
よ
う
な
正
義
本
の
系
統

に
近
い
。
し
か
し
、「
棣
」
字
は
定
母
霽
韻
去
声[ dei]

で
あ
る
た
め
、
来
母[ l-]

相
当
の

反
切
を
付
し
て
い
る
足
利
本
・
阮
元
本
も
、
被
注
字
の
音
か
ら
大
き
く
外
れ
て
い
る
。
宣

賢
点
で
「
刀
」
と
な
る
の
は
、端
母[ t-]

の
反
切
上
字
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
棣
」

の
日
本
漢
字
音
「
テ
イ
」
を
再
現
す
る
た
め
に
意
図
的
に
変
更
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
積
極
的
に
肯
定
で
き
る
証
拠
は
な
い
た
め
、
誤
写
の
例
に
含
め
て
お
く
。

　

例
2
に
お
け
る
宣
賢
点
「
刀
」
も
、
足
利
本
に
お
け
る
「
力
」
に
最
も
近
い
。「
蟄
」

字
は
p
入
声
の
緝
韻[ -ip]

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
足
利
本
に
お
け
る
k
入
声
職
韻[ - I

k]

相
当
の
「
力
」
字
に
よ
る
注
音
は
、
被
注
字
の
音
か
ら
外
れ
て
い
る
。
宣
賢
点
の
反
切
下

字
「
刀
」
は
、「
力
」
に
基
づ
い
て
加
点
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
宣
賢
点

に
お
け
る
「
刀
」
は
豪
韻
平
声[-ɑu]

で
あ
り
、
音
形
も
声
調
も
大
き
く
異
な
る
。
そ
の

た
め
こ
れ
は
、
字
体
の
類
似
に
よ
り
誤
認
し
、
誤
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

例
3
の
「

」
字
は
、
匣
母
斉
韻
平
声[

uei]

で
あ
る
。
こ
れ
を
本
来
の
音
で
注
し
た

も
の
は
通
志
堂
本
の
み
で
あ
る
。
宣
賢
点
の
反
切
上
字
「
尸
」
は
、
足
利
本
・
通
志
堂
本

に
あ
る
「
戸
」
字
の
誤
写
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
宣
賢
点
の
反
切
下
字
「
走
」
は
、
足
利
本

反
切
注
の
反
切
下
字
「
走
」
と
一
致
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
三
条
は
、
宣
賢
点
・
正
義
本
（
足
利
本
・
阮
元
本
）
と
文
永
点
・
通
志
堂
本
と

の
間
の
断
絶
を
示
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
誤
写
例
は
、
宣
賢
点
の
反
切
注
が
、
正
義
本
の

反
切
注
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
裏
づ
け
る
。

　

例
4
は
「
蠏
」
字
を
、字
形
の
類
似
に
よ
り
「
懈
」
と
誤
認
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

宣
賢
点
で
反
切
注
「
音
蟹
」
が
加
点
さ
れ
る
の
は
、「
さ
と
る
」・「
解
く
」
の
意
味
で
解

釈
さ
れ
る
場
合
と
、
人
名
・
地
名
の
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
の
箇
所
（
宣
賢
点
⑯
14

オ
3
上
）
の
み
、「
さ
と
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
な
が
ら
宣
賢
点
で
「
懈
」
字
を
使
用

す
る
。
阮
元
本
で
も
同
様
に
、
他
の
箇
所
で
は
す
べ
て
「
蟹
」
字
を
使
用
し
な
が
ら
も
こ

の
箇
所
の
み
「
蠏
」
字
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宣
賢
点
の
用
字
は
正
義
本
と

軌
を
一
に
し
て
お
り
、
底
本
が
正
義
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
。
な
お
、
文
永
点
お

よ
び
通
志
堂
本
に
お
け
る
該
当
箇
所
の
反
切
注
は
「
音
蟹
」
で
あ
る
。

　

例
5
・
例
6
は
、
足
利
本
・
阮
元
本
の
両
本
に
存
す
る
5
「
起
呂
反
」・
6
「
起
魚
反
」

が
本
来
の
形
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
例
は
阮
元
本
に
お
い
て
、
被
注
字
と
反
切
注
の
字
の

大
き
さ
が
等
し
く
、「
去
起
呂
反
」「
虚
起
魚
反
」
と
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
両
例
は
、
阮
元

本
で
「
去
起
／
呂
反
」（
477
下
1a
）・「
虚
起
／
魚
反
」（
782
上
6b
）
と
改
行
さ
れ
て
い
る
点

で
共
通
す
る
（
／
が
改
行
）。
被
注
字
と
反
切
注
の
文
字
の
大
き
さ
が
等
し
い
こ
と
と
（
通

志
堂
本
で
は
被
注
字
の
方
が
大
き
い
）、
改
行
位
置
と
に
起
因
す
る
誤
写
で
あ
ろ
う
。
阮

元
本
と
足
利
本
の
両
版
は
版
の
組
み
方
が
同
じ
で
あ
る
た
め
、
宣
賢
点
が
足
利
本
と
同
じ

形
態
の
版
を
参
照
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
同
様
の
誤
写
が
起
こ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
な
誤

写
の
パ
タ
ー
ン
は
、
こ
れ
ら
二
例
の
み
で
あ
る
（
２
０
）。

　
　
（
２
）
上
以
外
の
誤
写

　

正
義
本
以
外
に
基
づ
い
て
加
点
し
た
場
合
に
も
起
こ
り
得
る
誤
写
は
、
次
の
よ
う
な
例

で
あ
る
。
一
部
を
引
用
す
る
（
表
７
）。

　

例
1
か
ら
例
3
は
、
字
の
誤
認
に
よ
る
誤
写
で
あ
る
。
本
来
の
反
切
注
は
、
足
利
本
の

表
６

表
５
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8
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2
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4

4
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5
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5

5
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3

6

50
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7
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5

8
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5

9
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2

10

22

2
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50

7

12

32

6

13

71

6
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40

2

15

14

8

16

58

2
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21

7

18

29

4

19

41

2

20

8

4

21

8
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清原宣賢加点『春秋經傳集解』の反切注について

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
上
に
挙
げ
た
例
を
含
め
て
全
部
で

二
五
条
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、被
注
字
と
反
切
注
の
示
す
音
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

例
4
は
宣
賢
点
に
お
い
て
、
反
切
注
内
に
反
切
に
関
連
し
な
い
字
が
挿
入
さ
れ
る
例
で

あ
る
。
宣
賢
点
に
「
田
」
が
挿
入
さ
れ
る
原
因
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
こ

の
一
条
の
み
で
あ
る
。

　

例
5
は
、
阮
元
本
で
「
隊
直
位
反
跪
其
委
反
」（
577
上
2b
）
と
あ
る
。
目
移
り
に
よ
る

誤
写
で
あ
る
、
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
目
移
り
に
よ
る
誤
写
は
、
こ
の
一
条
の

み
で
あ
る
。

　

例
6
か
ら
例
9
ま
で
は
、
漢
字
の
部
首
を
省
略
し
た
り
、
追
加
し
た
り
、
変
更
し
た
り

し
て
書
写
す
る
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
一
五
例
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
例
が
『
経

典
釈
文
』
の
音
注
と
し
て
あ
り
得
る
か
を
検
証
す
る
た
め
、
通
志
堂
本
『
経
典
釈
文
』
で

そ
れ
ぞ
れ
の
字
を
調
べ
る
（
２
１
）。
通
志
堂
本
『
経
典
釈
文
』
は
改
変
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

全
て
が
改
変
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
通
志
堂
本
『
経
典
釈
文
』
に
類
例
が
見

つ
か
っ
た
な
ら
ば
、音
注
の
典
拠
は
『
経
典
釈
文
』
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
例
6
か
ら
例
9
ま
で
の
例
は
い
ず
れ
も
、
通
志
堂
本
『
経
典
釈
文
』
内
に
類

例
は
な
か
っ
た
。
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。

　

例
10
と
例
11
は
宣
賢
点
に
お
い
て
、
反
切
注
の
被
注
字
と
反
切
下
字
と
が
一
致
し
て
い
る

例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
全
四
例
存
す
る（
挙
げ
た「
烝
」字
と「
校
」字
の
二
字
四
例
）。

こ
れ
ら
も
、通
志
堂
本
『
経
典
釈
文
』
に
お
い
て
類
例
が
な
い
た
め
、誤
写
の
可
能
性
が
高
い
。

表
７

表
８

　
　
（
３
）
単
純
に
誤
写
と
考
え
ら
れ
な
い
例

　

次
に
、
単
純
に
誤
写
と
は
考
え
ら
れ
な
い
例
を
挙
げ
る
。
次
に
挙
げ
る
二
一
例
で
、
全

て
で
あ
る
（
表
８
）。

　

例
1
か
ら
例
15
ま
で
は
、す
べ
て
通
志
堂
本
『
経
典
釈
文
』
の
中
に
類
例
が
存
す
る
（
た

だ
し
、
例
6
・
7
・
9
・
10
・
11
・
15
は
、
宣
賢
点
と
足
利
本
の
反
切
注
が
示
す
音
が
異

な
っ
て
い
る
）。な
ぜ
こ
の
よ
う
な
反
切
注
が
加
点
さ
れ
て
い
る
の
か
は
、明
ら
か
で
な
い
。
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坂水　貴司

し
か
し
、
何
ら
か
の
事
情
（
宣
賢
が
見
た
本
の
反
切
注
が
不
鮮
明
で
あ
っ
た
、
な
ど
）
に

よ
り
、
他
所
も
し
く
は
他
本
の
反
切
注
を
引
用
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
例
5
・
例
8
は
宣
賢
点
と
通
志
堂
本
が
一
致
し
、
正
義
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
例
で

あ
る
。
こ
れ
も
、他
所
も
し
く
は
他
本
の
反
切
注
を
引
用
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
例
7
か
ら
例
15
で
は
、
宣
賢
点
と
足
利
本
と
の
間
に
（
２
）
で
見
た
よ
う
な
字
形

の
類
似
が
存
す
る
。
そ
の
た
め
、
誤
写
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
。

　

例
16
・
例
17
は
、
異
な
り
の
あ
る
部
分
の
字
形
が
類
似
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
誤

認
に
よ
る
誤
写
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
二
例
と
同
形
の
反
切
注

は
通
志
堂
本
『
経
典
釈
文
』
内
に
な
く
、
不
明
で
あ
る
。

　

例
18
は
、
足
利
本
の
反
切
下
字
が
不
鮮
明
で
あ
る
。
本
稿
の
筆
者
の
調
査
で
は
、
足
利

本
の
反
切
下
字
の
不
鮮
明
箇
所
に
「
陽
」
字
の
右
下
部
分
が
見
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

し
か
し
字
の
ほ
と
ん
ど
が
見
え
な
い
こ
と
と
、「
協
」字
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
た
め
、

こ
の
例
に
関
す
る
判
断
は
保
留
す
る
。

　

例
19
・
例
20
・
例
21
は
、
宣
賢
本
に
お
い
て
他
本
の
反
切
注
を
修
正
・
変
更
し
た
も
の

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

例
19
は
、「
數
」
字
の
も
つ
入
声
音
を
、
反
切
注
の
中
に
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

通
志
堂
本『
経
典
釈
文
』に
は
、「
色
主
反
又
色
角
反
」と
い
う
形
の
反
切
注
は
出
現
し
な
い
。

そ
の
た
め
、「
具
」
字
を
「
角
」
字
に
変
更
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

例
20
は
、
被
注
字
「

」
の
音
に
反
切
注
を
合
わ
せ
、「
音
暉
」
か
ら
「
音

」
へ
と

変
更
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
声
母
と
し
て
云
母[

]

を
も
つ
「

」
字
に
は
、
暁
母[h]

の
音
を
も
つ
「
暉
」
で
は
な
く
、
云
母
相
当
の
音
を
も
つ
「

」
を
充
て
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
宣
賢
点
は
、
こ
の
よ
う
な
声
母
の
ず
れ
を
治
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

例
21
は
、正
義
本
お
よ
び
文
永
点
で「
走
何
反
」の
反
切
注
を
有
す
る
。
反
切
上
字「
走
」

被
注
字
「
侘
」
と
は
音
が
異
な
る
た
め
、「
徒
」
に
変
更
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
４
）
正
義
本
と
一
致
し
な
い
例
の
検
討
結
果

　

以
上
に
み
た
正
義
本
と
の
不
一
致
例
で
は
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

　

ま
ず
、
不
一
致
例
の
多
く
は
誤
写
が
占
め
る
。
そ
の
誤
写
の
中
に
は
、
正
義
本
を
底
本

と
し
た
か
ら
こ
そ
起
こ
り
う
る
例
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
正
義
本
と
の
不
一
致
例
に
も
、
必
ず
し
も
誤
写
と
は
言
い
切
れ
な
い
例
も
存

し
た
。
こ
れ
は
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
他
の
も
の
を
参
照
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
他
所
も
し

く
は
他
本
の
音
注
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、宣
賢
点
に
お
い
て
訂
正
さ
れ
た
、

と
考
え
ら
れ
る
例
も
存
し
た
。

四
、
む
す
び

　

本
稿
で
は
、
宣
賢
点
と
文
永
点
の
反
切
注
の
異
な
り
に
つ
い
て
、
通
志
堂
本
『
経
典
釈

文
』、
阮
元
本
、
足
利
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
宣
賢
点
の

反
切
注
は
阮
元
本
や
足
利
本
と
い
っ
た
正
義
本
の
反
切
注
と
、よ
く
一
致
し
た
。
そ
こ
で
、

宣
賢
点
と
文
永
点
の
異
な
り
三
三
〇
条
を
、
宣
賢
点
と
正
義
本
の
一
致
と
い
う
観
点
か
ら

ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

宣
賢
本
と
正
義
本
と
の
一
致
例
は
、
全
体
の
七
七
、九
％
を
占
め
る
。
そ
の
一
致
例
の

中
に
は
、
正
義
本
の
誤
刻
例
を
も
引
き
継
い
で
い
た
。

　

正
義
本
と
一
致
し
な
か
っ
た
例
も
存
し
た
。
し
か
し
、
宣
賢
点
に
お
け
る
誤
写
と
思
わ

れ
る
例
の
中
に
も
、
正
義
本
に
基
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
例
が
存
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
他

の
箇
所
も
し
く
は
他
本
の
反
切
を
加
点
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
や
、
宣
賢
点
で
訂
正
・
変

更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
例
も
、
不
一
致
例
の
中
に
は
存
し
た
。

　

以
上
よ
り
、
宣
賢
点
の
反
切
注
は
、
主
に
正
義
本
の
反
切
注
に
基
づ
く
、
と
結
論
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
正
義
本
の
反
切
注
が
、
ど
の
段
階
で
宣
賢
点
に
反
映
さ
れ
た
の

か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　

宣
賢
点
は
、
良
賢
点
に
基
づ
い
て
加
点
さ
れ
た
本
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
宣
賢
加
点
の

段
階
で
正
義
本
が
利
用
さ
れ
た
の
か
、
良
賢
加
点
の
段
階
で
正
義
本
が
利
用
さ
れ
た
の
か

と
い
う
、
二
つ
の
想
定
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
良
賢
自
点
漢
籍
経
書
の
訓
点
資

料
が
存
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
良
賢
自
点
と
考
え
ら
れ
る
経
書
の
訓
点
資
料
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清

家
文
庫
蔵
清
原
良
賢
筆
『
論
語
義
疏
』（
1

－

66
ロ
4
貴
）
し
か
現
存
し
な
い
（
２
２
）。『
論

語
』
の
訓
点
資
料
に
は
反
切
注
が
加
点
さ
れ
る
も
の
の
、『
論
語
注
疏
』
に
は
『
経
典
釈
文
』

の
反
切
注
が
引
用
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
れ
を
正
義
本
と
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
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清原宣賢加点『春秋經傳集解』の反切注について

後
の
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
春
秋
正
義
』
の
よ
う
な
『
五
経
正
義
』
所
引
の
『
経
典
釈
文
』
反
切
の
宣
賢

加
点
本
に
お
け
る
広
が
り
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
も
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）　
「
人
為
的
漢
音
」
の
呼
称
は
、
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音

に
就
て
の
研
究
』（
一
九
八
二
年
、
武
蔵
野
書
院
）
六
九
三
頁
に
依
る
。

（
２
）　

足
利
衍
述
『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』（
一
九
三
二
年
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
會
）

八
四
四
頁
。
陸
徳
明
の
生
没
年
は
、
木
島
史
雄
「
陸
徳
明
学
術
年
譜
」（『
東
方
学
報
』

第
六
八
冊　

一
九
九
六
年
三
月
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
三
六
一―

三
八
三
頁

に
依
っ
た
。

（
３
）　

注
１
沼
本
著
書
第
二
部
第
一
章
第
一
節
第
一
項
。
経
書
の
反
切
注
に
対
し
て
、
史

書
の
反
切
注
は
『
切
韻
』『
玉
篇
』『
文
選
音
决
』
な
ど
複
数
の
書
を
典
拠
と
し
て
い
た

こ
と
も
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　

注
１
沼
本
著
書
第
二
部
第
一
章
第
一
節
第
一
項
。

（
５
）　

注
１
沼
本
著
書
六
六
五―

六
六
六
頁
、
注
二
〇
。

（
６
）　

巻
第
二
十
五
で
は
、
十
六
丁
目
裏
（「
正
其
疆

脩
其
土
田
險
其
走
集
…
」
か
ら

始
ま
る
丁
の
裏
）
か
ら
、
反
切
注
の
加
点
が
大
幅
に
減
少
す
る
。
七
条
と
相
違
条
数
が

少
な
い
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

（
７
）　

た
だ
し
、
両
本
の
同
一
箇
所
で
一
方
に
し
か
反
切
注
加
点
が
な
い
、
と
い
う
例
も

存
す
る
。
そ
の
た
め
宣
賢
点
の
反
切
注
総
数
か
ら
三
三
〇
条
を
除
い
た
八
二
一
二
条
す

べ
て
が
文
永
点
と
一
致
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
宣
賢

点
が
『
経
典
釈
文
』
に
依
っ
て
い
る
、
と
い
う
結
果
は
覆
ら
な
い
。

（
８
）　

坂
井
健
一
『
中
国
語
学
研
究
』（
一
九
九
五
年
、
汲
古
書
院
）
二
二
〇
頁
。
通
志

堂
本
は
、『
經
典
釋
文
附
校
勘
記
』（
一
九
七
二
年
、
中
文
出
版
社
）
に
依
っ
た
。

（
９
）　

注
１
沼
本
著
書
六
二
二
頁
。

（
10
）　

推
定
音
価
は
平
山
久
雄
「
中
古
漢
語
の
音
韻
」（『
中
国
文
化
叢
書
1　

言
語
』
第

五
版
、
一
九
八
一
年
、
大
修
館
書
店
、
初
版
一
九
六
七
年
）
一
四
五―

一
四
八
頁
で
示

さ
れ
る
も
の
に
、
小
修
正
を
加
え
た
も
の
を
使
用
す
る
。

（
11
）　

坂
井
健
一
『
魏
晉
南
北
朝
字
音
研
究
』（
一
九
七
五
年
、
汲
古
書
院
）
一
二
二
頁
。

（
12
）　

平
山
久
雄
「
唐
代
に
於
け
る
軽
唇
音
化
の
問
題
」（『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』

第
一
五
巻
第
二
号　

一
九
六
七
年
三
月
、
北
海
道
大
学
文
学
部
）
一
二―

二
〇
頁
。

（
13
）　

し
か
し
文
永
点
の
反
切
注
に
は
、
宋
版
に
し
か
見
ら
れ
な
い
「
境
」
字
の
欠
筆
が

見
ら
れ
る（
⑫
52b
）。
そ
の
た
め
、文
永
点
の
反
切
注
の
一
部
に
は
、宋
版
系『
経
典
釈
文
』

の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
14
）　

試
み
に
、
現
存
の
宋
版
本
で
あ
る
北
京
大
学
蔵
『
経
典
釈
文
』（
一
九
八
四
年
、

上
海
古
籍
出
版
社
の
影
印
に
依
る
）
を
参
照
し
て
も
、
宣
賢
点
と
の
一
致
率
は
ほ
と
ん

ど
上
が
ら
な
い
。

（
15
）　

野
間
文
史
『
春
秋
正
義
の
世
界
』（
一
九
八
九
年
、
渓
水
社
）
六
四
頁
。

（
16
）　

阮
元
本
は
、
藍
燈
文
化
事
業
公
司
（
出
版
年
不
明
）
の
影
印
本
に
依
っ
た
。
所
在

を
示
す
場
合
、
影
印
本
の
頁
数
を
示
し
て
い
る
。

（
17
）　

テ
キ
ス
ト
は
、
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
依
る
。

（
18
）　

野
間
文
史
「
讀
五
經
正
義
礼
記
（
九
）―

足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
『
附
釈
音
春

秋
左
伝
注
疏
』
に
つ
い
て―

」（『
東
洋
古
典
学
研
究
』
一
八　

東
洋
古
典
学
研
究
会
、

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
一
八
六―

一
八
七
頁
。

（
19
）　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
の
明
版
閩
本
（
嘉
靖
本
）『
十
三
経
注
疏
』
を
参

照
す
る
と
、
3
・
4
・
6
・
11
の
例
は
足
利
本
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
例

（
10
を
除
く
）
は
訂
正
・
変
更
が
行
わ
れ
、
阮
元
本
に
近
づ
い
て
い
る
。
10
の
例
は
、

人
文
研
本
で
該
当
箇
所
が
現
存
し
な
い
。

（
20
）　

た
だ
し
、文
永
点
に
も
「
相
」
字
に
対
す
る
「
相
息
反
」（
⑳
50
、他
本
「
息
亮
反
」）

の
例
が
存
す
る
。

（
21
）　

通
志
堂
本
の
調
査
に
は
、
潘
重
規
『
経
典
釈
文
韻
編
』（
一
九
七
一
年
、
中
華
民

国
行
政
院
文
化
建
設
委
員
会
）
を
利
用
し
た
。

（
22
）　
『
論
語
義
疏
』
が
良
賢
点
で
あ
る
こ
と
は
、
宣
賢
点
巻
第
三
十
の
最
終
丁
に
存
す

る
良
賢
花
押
の
模
写
と
、『
論
語
義
疏
』
の
朱
筆
花
押
の
類
似
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

﹇
付
記
﹈
文
献
の
調
査
・
複
写
に
際
し
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
史

跡
足
利
学
校
旧
遺
蹟
図
書
館
の
関
係
各
位
に
は
、
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し

て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費26･5483

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
主
任
指
導
教
員　

佐
々
木
勇
）
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Fanqie (反切) and Doon Jichu (同音字注) of "Chun Qiu Jing Zhuan Ji Jie (春秋經傳集解)" 
Written by Kiyohara Nobukata (清原宣賢)

Takashi Sakamizu

Abstract: The purpose of this paper is to report on peculiarity of Fanqie (反切) and Doon 
jichu (同音字注) in "Chun qiu jing zhuan ji jie (春秋經傳集解)" written by Kiyohara Nobukata 
(清原宣賢). In diacritical materials of classical Chinese texts, it is noted that there are notes 
of Fanqie (反切) and Doon jichu (同音字注) of Tang dynasty copied or Song dynasty edition 
"Jing dian shi wen (経典釈文)." However, Fanqie (反切) and Doon jichu (同音字注) of "Chun 
qiu jing zhuan ji jie (春秋經傳集解)" written by Kiyohara Nobukata are based on Fanqie (反
切) and Doon jichu (同音字注) included in "Chung qiu zheng yi (春秋正義)." This is proved by 
comparison of "Chun qiu jing zhuan ji jie (春秋經傳集解)"written by Kiyohara Nobukata with 
(i)"Chun qiu jing zhuan ji jie (春秋經傳集解) in the Kanazawa library collection written in 
1268-1269, (ii)Tong zhi tang (通志堂) edition, (iii)"Shi san jing zhu shu (十三経注疏)" edited by 
Ruan Yuan (阮元), (iv)"Fu shi yin chun qiu zuo zhuan zhu shu (附釋音春秋左伝註疏)" in the 
Ashikaga Gakko collection.

Key words: Chun qiu jing zhuan ji jie, Fanqie, Doon jichu, Kiyohara Nobukata, Chung qiu 
zheng yi

キーワード：春秋經傳集解，反切，同音字注，清原宣賢，春秋正義 
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